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研究成果の概要（和文）：最初に、米国・カナダにおける調査により、最先端の研究資料を収集した。次に、
ICTを用いた異文化トレーニング学習支援システムの改良版を実装した。さらに、本システムの内容は、実社会
で異文化理解に関する課題解決を目指した異文化コミュニケーション活動を行うための実践的知識の育成には至
っていない、という課題が見えてきた。そこで、研究代表者は、知識を日常生活で適切に活用し行動する力を養
成する批判的思考教育の方法に着目し、古くから異文化理解に関する社会的問題を抱えた英国の経験を学ぶこと
を視野に入れつつ、英国で教育学を専門とし、批判的思考教育と本研究を熟知している研究者と国際共同研究を
開始した。

研究成果の概要（英文）：The original intercultural training programme using ICT was effective for 
improving students’ intercultural awareness and understanding, while a need for theoretical 
research of teaching methods to further cultivate students’ understanding was suggested. The 
researcher, therefore, has started a joint international research to investigate effective teaching 
and learning methods by using an original e-learning programme of intercultural training in a 
blended learning environment.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
異文化トレーニングは、異文化環境下での
目的達成・良好な人間関係・意味のある生活
を可能にする、異文化間能力の育成を主たる
目的として主に米国で発展してきた（小池、
2000）。国内にいながらにして異文化環境下
にあるような経験的学習ができる異文化ト
レーニングの手法は、近年日本の高等教育に
おいて強化されている語学教育や留学制度
とは異なる切り口で異文化理解力・異文化間
能力を育む教育方法であり、その理論と実践
研究の重要性は高い。 
しかし、日本の高等教育における異文化ト
レーニングの多くは単発的、または言語教育
内で二義的に実践され、教育方法から効果測
定まで一貫した理論的・実践的研究は十分で
はなかった（森山、2010）。 
研究代表者は、異文化トレーニングの実践
に 関 わ る 問 題 を 、 Information and 
Communication Technology（ICT）を用いて改
善することに着目した。しかし、国内外に既
存の ICTによる異文化トレーニングは、企業
による開発が主流で学術的研究は少ない
（SIIC、2010）。そこで、工学分野の研究者と
の連携による学際的な共同研究として、ICT
を用いた異文化トレーニング学習支援シス
テムを開発した（注 1）。本システムは、学習
を楽しく進める動画やゲーム機能を持ち、既
存の LMS や市販のアプリケーションよりも
高い機能性と安全性を持つ。また、これまで
の対面実践形態では実現不可能であった、他
者の回答を即時閲覧する機能を持ち、多様な
価値観を学ぶ機会を広げることに成功した。
さらに、回答結果を保持する機能は、今後の
継続的研究をも可能にした。 
ただし、本システムは対面授業の支援とい
う前提のため、より専門的な内容となってい
る。全学生を対象とすると、ケラーの ARCS
モデル（鈴木、2009）や、ガニエの 9教授事
象（玉木他、2010）を基盤とした理論的整備
が不十分になる。また、学習に対する一定の
評価を付与する機能も十分ではなく、支援方
法も課題となっていた。そこで、これまでの
研究を本研究の予備的実践と位置づけ、学生
の専門領域に関わらず、全学生が学べる内容
と機能を追究することが、本システムの普及、
すなわち、異文化に対する理解を深め、異文
化間能力を育むツールの普及のために重要
と考えた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、学生の専門領域に関わら
ず、高等教育機関に在籍する全学生が学習で
きる異文化トレーニング学習支援システム
の開発を目指し、その教育目的と内容の理論
的・実践的研究を行うことである。具体的に
は①.異文化コミュニケーション学専門の研
究者への面接調査による理論的研究、②.①に

基づく学習支援システムの実装と実践的研
究、そして①②を通し、③.異文化トレーニン
グ学習支援システムの改善をめざしつつ、実
践をめぐる課題について探究する。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、以下の 2つの方法によって進め
られた。 
（１）異文化コミュニケーション学専門の研
究者への面接調査 
①米国の研究者への面接調査で、最新の ICT
による異文化コミュニケーション学の効果
的な手法を学ぶ。②ICT 教育関連の文献調査
を行いつつ、米国の先端的な研究文献を収集
する。③.①②を通し、異文化トレーニング
学習支援システムの教育目的・内容の理論的
整備を行う。 
(２) 実践的研究の継続 
実践に基づくより適切な学習支援システム
機能の拡充を行う。 
（１）（２）の研究を基に、これまでの理論
的・実証的研究から見えてくる、ICT を用い
た異文化トレーニング手法の課題を明確に
しようと試みた。 
 
４．研究成果 
 
2014 年度は、国内外にて異文化コミュニケ
ーション学の先端をゆく研究者への面接調
査を行い、教育目的・内容の理論的整備を主
眼とした。 
最初に、米国の異文化コミュニケーション
学研究所（ICI）にて開催される、異文化コ
ミュニケーション学の研究者らが全米より
集う研修会に参加し、異文化トレーニングに
関する最先端の動向について研究した。 
次に、専門家からの知見を得るため、異文
化コミュニケーション学における評価方法
に詳しい研究者1名を対象に面接調査を実施
した。面接においては、米国にて異文化トレ
ーニングを実施している様々な機関で利用
されている、異文化間能力の評価を目的とし
たテスト類の紹介を受けた。これらのテスト
類は、日本国内での利用実績とその実証的研
究が少ないため、今後の研究を進める上での
貴重な資料となり得るものといえる。 
さらに、異文化コミュニケーション学が盛
んであるカナダのブリティッシュ・コロンビ
ア大学を訪問し、そこで通信教育による異文
化コミュニケーションコースの担当者1名を
対象に面接調査を行い、カナダでの異文化コ
ミュニケーション学の実施状況に関する知
見を得た。 
海外における調査に加え、国内における面
接調査も実施した。面接対象となった研究者
1 名からは、国内の高等教育機関における異
文化コミュニケーション学の教育および評
価方法についての知見を得た。 
このようにして、国内外の研究者に対する



面接調査を通し、本研究の主要な課題である
ICT を用いた異文化トレーニングの教育と評
価に関する資料収集と、理論的研究に関する
考察を深めることができた。 
2015 年度は、高等教育における実践とシス
テムの改良を主眼とした。 
最初に、高等教育機関にて実践を行った。
対象学生に対し行った事前・事後アンケート
を行い、フィードバックで改善すべき点を検
証して、より質の高い学習支援システムの内
容と機能の追究を継続している。 
次に、前年度の調査を引き継ぐ形で、本研
究と関連のある多文化共生社会に関する情
報収集と、多様なトレーニング類の研究を行
った。日本の多文化化する社会の現状につい
ては、東京で開催された研修に参加すること
により、最新の情報を得ることができた。異
文化トレーニングに関連するトレーニング
として、アサーティブトレーニングについて
の研修に参加し、本研究に取り入れることの
できる方法について考察を深めた。 
このように、高等教育機関にて異文化トレ
ーニング学習支援システムの実践を行いつ
つ、本研究に関わる領域である日本の多文化
共生社会についての最新の情報と、異文化ト
レーニングに関連するアサーティブトレー
ニングの方法を学ぶことにより、本研究の教
育内容と方法に関する考察を深めることが
できた。 
 最終年度では、異文化トレーニング学習支
援システムの実践を継続しつつ、新たに国際
共同研究として、海外の研究者との共同研究
を開始した。 
まず、これまでの教育方法に関する研究を
基盤とし、研究分担者の指導のもと、工学研
究科学生による派生的な異文化トレーニン
グシステムの改良版の実装を行うことがで
きた。 
 次に、これまでの実践的研究により、本シ
ステムの内容は、異文化トレーニングの目的
の１つである、実社会で異文化理解に関する
課題解決を目指して異文化コミュニケーシ
ョン活動を行う実践的知識の育成には至っ
ていないという課題が見えてきた。 
そこで研究代表者は、知識を日常生活で適
切に活用し行動する力を養成する、批判的思
考教育の方法に着目した。社会における問題
の所在を明確にし、論理的に考え、問題解決
を目指す批判的思考を育む方法は、実践的知
識に基づくコミュニケーション能力育成の
基盤とされ、英国のシティズンシップ教育
（Davies、2005）や、日本の高等教育の人材
育成論にて重要な教育方法と位置づけられ
ている（楠見、2014）。研究代表者が 2014 年
度に参加した米国の研修会においても、批判
的思考を育む方法で研修がなされていた。 
その方法を、本システムと同時に行う授業
の基盤として組み込むことで、異文化トレー
ニング学習支援システムの学びを通し基礎
的知識を得た学生が、実社会で起こり得る異

文化理解に関する諸問題を論理的に分析し、
適切な異文化コミュニケーション活動によ
って解決を図ろうとする実践的知識の習得
へと導くことができるのではないかと考え
た。 
そのためには、日本より早くから多文化共
生社会を形成した諸外国の教育学者から、異
文化理解に関する諸問題と教育に関する知
見を得、日本社会における同様の課題をより
客観的・多角的に捉え、本システムの異文化
トレーニングと批判的思考教育に関する考
察を深め、内容の発展につなげる必要がある
と考えた。そこで、研究代表者が留学経験の
ある、英国社会における異文化理解に関する
問題の学習を視野に入れつつ、英国で教育学
を専門とし、批判的思考教育と本研究を熟知
している研究者と共同で、異文化トレーニン
グ学習支援システムと批判的思考教育によ
るブレンディッド教育方法を考案し、実践的
知識を育む授業モデルを確立することを目
指すこととした。このようにして、本基盤研
究の最終年度より、国際共同研究強化に取り
組むこととなった。 
本基盤研究は終了となったが、国際共同研
究強化により、語学教育や留学制度とは異な
る切り口で学生の異文化間能力を育み、多文
化化する日本社会で必要な実践的知識を備
えたグローバル人材の育成に寄与できる、異
文化トレーニングの特長を最大限に生かす
教育方法の追究を継続している。 
 
（注） 
（１）平成 21～22 年度福井県大学連携リー
グ連携研究推進事業採択課題。課題名：「異
文化交流分野におけるトレーニング事例の
データベース化と教育支援ツールの研究」、
研究代表者：加藤優子、共同研究者：小倉久
和*、黒岩丈介*、諏訪いずみ*（*福井大学工
学研究科知能システム工学専攻） 
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